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【目 的 】 小 児 は歯 科 診 療 に お け る様 々 な刺 激 に

対 して適 応 で きず,拒 否 行 動 を と る こ と が あ る。

特 に エ ッ ク ス線 写 真 撮 影 で は,撮 影 室 の 環 境 や機

械 に対 す る不 安,恐 怖 心 が 生 じ る と考 え られ る。

そ こで,放 射 線 科,小 児 歯 科 教 員 の 指 導 の も と に

患児の不安軽減 を目的に,撮 影装置 にキ ャラク

ターのコーンカバーを取 り付け,患 児の不安軽減

に効果があるかどうかについて調査 した。

【方 法】奥羽大学歯学部附属病院小児歯科に来

院 し,エ ックス線撮影 を必要とした患者およびそ

の保護者27名 を対象 とし,エ ックス線撮影室 に

おいてコーンカバーを装着 した状態で放射線技師

により二等分法撮影を行った後に,保 護者に対 し,

エ ックス線撮影の有無,コ ーンカバー使用の有益

性,撮 影時の子 ども向けの環境の必要性などの項

目についてアンケー ト調査を行った。 さらに,環

境面において最 も違いがあると思われる,エ ック

ス線撮影室 と小児歯科診療室の明るさを光電池照

度計を用いて測定 した。

【結果および考察】

(結果1)エ ックス線撮影室は小児診療室と比べ,

約1/5暗 い ことがわか り環境の違いにより不安や

恐怖心の増強が予測 される。

(結果2)年 齢およびエ ックス線撮影の有無 か

らは6歳 を境にエックス線撮影の経験が増加 した。

(結果3)各 年齢別恐れの対象として,エ ックス

線写真撮影のような 「初めて体験す るものにたい

して」恐怖心 を抱 くこと,「暗闇 ・光など視覚的

なもの」に対 して恐怖心を抱き,低 年齢ほどその

傾向が強い。

(結果4)保 護者 は子 どもが低年齢で あるほど

エ ックス線撮影時における子ども用環境の必要性

を感 じている。 とい う結果が得 られた。

患児はエ ックス線撮影とい うはじめての体験 に

加え,撮 影室の環境に対して不安や恐怖心が生 じ

ると考えられ る。撮影室の明るさやキャラクター

を用いたコーンカバーなどの環境は患児ならびに

保護・者の不安軽減に寄与し,良 好なエ ックス線写

真撮影が可能 となることが示唆 された。


